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括
宛
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八
時
間

F

一一日一

y
ア
採
血
検
査
uv
得

タ
U
F

血
液
車
位
容
積
内
白
血
球
数
ノ
推
移
ヲ
示
セ
バ
第

十
表
、
第
十
一
圃
及
ピ
第
十
二
園
ノ
如
シ
。

0
・
五
蛇
注
射
ノ
場
合
ア
観
Y

ユ
何
レ
ノ
注
射
液
ノ

場
合
モ
白
血
球
過
多
ァ
惹
起
シ
‘

y
ノ
程
度
A

．
原
癒
液

注
射
ノ
場
合
最
モ
大
ュ
シ
ア
、
三
十
分
業
滅
液
注
射
ノ

場
合
之
一
一
究
ギ
、
百
二
十
分
業
樹
液
ト

0
・
五
ぞ
石
炭
般

食
臨
水
注
射
ノ
場
合
ト
A

略
々
同
一
程
度
ナ

y
キ。

一・

O
括
注
射
ノ
場
合
A

何
レ
ノ
注
射
液
－
一
－
Y

毛
白

血
球
過
多
ヲ
起
ジ
且
ッ
其
ノ
程
度

A
0
・
五
耗
注
射
ノ

場
合
ヨ

y
モ
大
ナ

y
キ
。
然
シ
ア
白
血
球
、
過
多
ノ
肢
態

A
0・
玉
括
注
射
ノ
場
合
ト
同
ジ
ク
原
櫨
液
ノ
場
合
最

大
、
三
十
分
業
減
液
ノ
揚
合
央
二
位
シ
、
百
二
十
分
業

減
被
ト

0
・五

μ石
炭
酸
食
腫
水
注
射
ノ
場
合
A

弱
小
ナ

y
キ。

之
ヲ
要
ス

Y

ニ
抗
原
液
ト
菌
液
ト
相
共
二
注
射
セ
ラ
レ
タ

y
シ
場
合
A

白
血
球
像
一
一
A

頴
著
ノ
差
別
ア
立
読
セ
ラ
レ
ザ

y
シ
モ
、
車
一
一
各
抗

原
被
ノ
ミ
ヲ
注
射
セ
ヲ
レ
タ
Y
本
質
験
－
一
－
7

A

著
明
ナ
U
F

差
別
ヲ
呈
ジ
来

y
、
何
レ
ノ
注
射
量
ノ
場
合
モ
原
鴻
液
A

最
モ
大
ナ
Y
白
血
球
、
過
多

ヲ
惹
起
シ
、
三
十
分
業
滅
液
ノ
場
合
之
－
一
究
ギ
、
百
二
十
分
業
櫨
液
ト

0
・五

μ石
山
灰
酸
食
胸
水
ノ
場
合
ト
A

略
々
同
ジ
キ
白
血
球
過
多
ヲ
’
惹

起
シ
業
ノ
度
最
屯
微
弱
ナ

y
キ。
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一
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（
第
戒
披

問

O
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人
ホ
等
ガ
本
質
駿
－
一
－
プ
立
謹
シ
得
タ

Y
明
瞭
ナ
w
y

事
A

、
蹴
氏
六
十
度
三
十
分
間
ノ
加
熱
－
一
ヨ
リ
ア
殺
菌
セ
ラ
レ
タ

Y
黄
色
葡
荷
版
球
的
ガ
海

炉
、
ノ
血
行
中
－
て
ア
喰
焼
セ
－
y
y
、
二
営

y
－
プ
、
連
鎖
欣
球
菌
及
ピ
グ
ーテ

ト
日
陽
性
隻
球
商
性
膿
ヨ
リ
ノ
原
滅
液
注
射
ノ
場
合
A

、
封
照
タ

Y
0
・

五
h
d石
山
訳
版
ヘ
民
間
水
注
射
ノ
均
八
日
ヨ

9
硝
々
大
ナ

Y
喰
前
作
用
ヲ
来
サ
シ
メ
タ

Y

ニ
過
ギ
ザ
リ
ノ
シ
－
一
、
三
十
分
業
滅
液
A

最
大
ナ
M
Y

吹
的
作
用

ヲ
ロ
王
セ
シ
メ
タ
M
Y

事
ナ
リ
ノ
ト
ス
。

制
ツ
ア
血
政

一
立
方
粍
内
股
義
喰
細
胞
数
「
線
喰
」
ノ
増
減
比
率
線
和
山
、
雨
回
ノ
貫
験
共
ニ
原
樹
液
ノ
場
合
ト
支
出
液
ノ
場
合
ト
ユ
大
ナ
グ

差
A

認
メ
難
カ

y
シ
宅
、
然
モ
僅
少
ノ
差
乍
ラ
雨
回
並
（
ニ
原
脇
被
ノ
場
合
大
－
一
シ
－
ア
且
ッ
抗
原
液
ノ
ミ
ニ
ヨ

Y

白
血
球
ノ
推
移
ヲ
検
ジ
タ

y

－
一
、
原
減
液
注
射
ノ
場
八H
A

0

・
五
路
及
ど
一
・

O
托
注
射
ノ
場
合
共
－
一
白
血
球
過
多
ヲ
惹
起
ス

Y

コ
ト
強
大
ナ
リ
キ
η
卸
チ
．
附
即
時
液
A

他
ノ
長

崎
被
ニ
比
シ
其
ノ
毒
力
最
大
ナ
リ
キ
。

以
上
二
ヨ
リ
原
樹
液
A

貫
験
－
一
周
ヒ
タ

y
シ
二
種
ノ
素
描
液
ヨ

y
モ
毒
力
大
－
一
シ
ア
抗
原
性
能
動
力
一
A

最
小
ナ

Y
ペ
キ
事
ガ
、
連
鎖
航
球
菌

及
ピ

一一
穂
ノ
引
引け
引
陽
性
盤
球
菌
性
膿
ノ
場
合
－
一
一
炉
、
－
プ
モ
亦
明
瞭
－
一
立
謹
セ
ラ
レ
タ

Y
ナ
ソ
。且
ッ
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等
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事
質
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抗
原
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一
定
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ノ
ミ
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Y
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シ

ア
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シ
h
p
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号
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余
等
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験
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。
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－
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．
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。
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－
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場
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Y
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－
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．
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菌
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ッ
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症
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－
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身
症
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来
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ノ
抵
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ノ
減
弱
ヲ
来
ス
ヤ
ノ
設
明
モ
亦
貫
－
一
此
ノ
「
イ
ム
ペ
ヂ
ン
」
ノ
認
識
－
一
ヨ

y

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

ア
理
解
シ
得
ペ
キ
ナ
η
ノ
。
故
－
ニ
ー
イ
ム
ペ
ヂ
ン
L
A

炎
症
皐
上
－
一
モ
亦
重
要
ナ

y
f
f－
ノ
タ
Y

ヲ
知
Y

ペ
キ
ナ

y
。

七

、

結

論

一
、
蓮
鎖
朕
球
菌
及
ピ
一
一
種
ノ
グ
ラ
ム
陽
性
縦
覧
球
菌
ァ
立
謹
シ
得
タ
Y
急
性
膿
胸
患
者
ノ
膿
ヲ
取

y
、
百
度
五
分
間
加
熱
－
一
ヨ
リ
ノ
ア
凝
同
性
蛋

白
糟
ヲ
除
去
シ
タ
Y
後
更
－
一
或
A

三
十
分
間
或
A

百
二
十
分
間
百
度
－
一
沸
騰
シ
ッ
、
ァ
Y
重
湯
煎
中
－
一
－
プ
加
熱
シ
三
種
ノ
可
検
材
料
ヲ
得
、

此
ノ
モ
ノ
ガ
黄
色
葡
萄
朕
球
菌
ノ
血
中
－
一
於
ケ
Y
喰
雄
作
用
－
一
営

y
ア
如
何
ナ
Y
影
響
ヲ
奥
フ
Y
カ
ヲ
検
シ
タ
Y

ニ
、
三
十
分
業
滅
液
－
一
－
Y

A

喰
燈
作
用
最
大
、
百
二
十
分
業
鴻
液
－
一
ア
A

Y

レ
ヨ

y
モ
小
、
原
滅
液
（
五
分
間
煮
沸
）
ユ
ア
A

最
小
ナ
9
キ
。
卸
チ
「
イ
ム
ペ
ヂ
ン
」
現

第
六
巻

V『

原

著..... 

康

瀬

一一一一一
（
第
武
球

凶
一
〉



年~
4
~
~

【
峰
柳
】

世童
話喜

111111 
（
総
領
録

g( 11) 

事詩
.-R
罫
担
，
，

,'::J艇
が
爪
斗
~
官
、
。

11
’
「
ャ
ィ

Y
ト

λ
」
く
掛

lj
1寒
暖

tasヘ
〈
同
世
~
将
補
吾

11
州
側
中
爪

k
’ヘ，，

I
IJ
剖
爪
丙
ふ

I！
－
＼
橋
容
ヘ
留
軍
採
掘
を

11)詮
4査が

I!¥
）
.々

ヘ
ミ
謹
吾

,, 
w
怯
罫
岳

11
，
オ
組
中

I！
＼
）
.
~
ミ
W
ヘ
ホ
h

。

111’
剖
特
ヘ
謹
吾
＂

:l:ti制
伊
爪
斗
司
ヘ
ミ
「
ャ
，
~
・n

ト
入
J'

{Di~県
民
桓
ヘ
智
頭
母
畏
れ
冨
剖

E
代
ミ
ヘ
川
＋
－
－
爪
H
,. 
1
 ~長
IJ~1！

－
＼
ヘ
県
民
圏
ヘ
出

，．，・
d’，.，.，.，.，.

,.,.,.,.,. 
,.,.,.,. 

,.,.,.,.,. 
，.，.，・

9・，，，
~
 ,,, 

,,, 
r< 

11
ふ·~

W
怯
留
音
頭
母
~

n-.11正
日
葉
市
ふ
ペ
ミ

W
ヘ
ホ
宮
、

O.ffijj\I、
謹
雲
母
奇
特
担
!F~

I
 

i謹
主

11
1言
語
択
ヘ
室
長
膝
κ
~

t1ι
ヘ
制
陸
相
ホ
ミ
陛
図

4
醤

,. 
,. 
,. 
,. 
,. 
＇・，，.

~
 ,. 

,. 
,. 

ヘ
「
ャ
ィ
・n

ド
λ
J
ヘ
制
剤

11
~
＂
＂
。

E
’
斜
i出
ヘ

t足
関

h
最高

1）
酎
ミ
主
代

k
t実

1)
w
怯
「
ャ
ィ

·
n
ト

λJn-.
穏
耀
代
~

t
1
ι
h
陳
代
。

N
a
c
h
w
e
i
s
 des lmpedins i

m
 Eiter der a

n
 Pyothorax leidenden Patienten. 

II. 
M
i
t
t
e
i
l
u
n
g
 :

 D
a
s
 l

m
p
e
d
i
n
 i

n
 
e
i
n
e
m
 d

u
r
c
h
 
g
e
w
i
s
s
e
 
D
i
p
l
o
k
o
k
k
e
n
 

u
n
d
 S

t
r
e
p
t
o
k
o
k
k
e
n
 
v
e
r
u
r
s
a
c
h
t
e
n
 
Eiter. 

V
o
n
 

D
r
.
 
K. 

H
I
R
O
S
E
.
 

〔Aus
d
e
m
 Laboratorium 

d. 
Kais. 

chirnrg. 
Universitatsklinik 

zu 
Kyoto. 

(Prof. 
Dr. 

R
.
 
T
O
R
I
!
《
A
T
A）〕

V
o
n
 e
i
n
e
m
 
22-jahrigen 

a
n
 
a
c
u
t
e
m
 
E
m
p
y
e
m
a
 thoracis 

leidenden 
Patienten 

g
e
w
a
n
n
e
口

w
i
r

d
e
n
 
Eiter 

a
m
 24. 

T
a
g
e
 

r
以

h
d
e
m
 K
r
a
此

heitsausbr
田

h
u
n
d
 
stellten 

d
a
v
o
n
,
 
w
i
e
 
in 

d
e
r
 
I. 

Mitteilung 
beschrieben, 

3
 Testmaterialien 

h
e
r
 :

 L
)
 

Orig. 
2) 

F. K
.
 301 

u
n
d
 
3) 

F. K
.
 
1
 z::it. 

D
i
e
 Einfiusse 

d
e
r
 
3
 Testmaterialien 

auf die 
P
h
a
g
o
z
y
t
o
s
e
 
d
e
r
 
S
t
a
p
h
y
l
o
k
o
k
k
e
n
 
i
m
 zirkulierenden 

Blute 
d
e
r
 
M
e
e
r
s
c
h
-

w
e
i
n
c
h
e
n
 
fielen 

w
i
e
 
in 

folgender 
T
a
b
e
l
l
e
 
z
u
s
a
m
m
e
n
 gestellt 

a
u
s
 :

 



Testmaterialien 

I Art I l¥T en~e 

Karbolisierte I 
NaCl-!.foung I 

0咋 i je 

F. K・30'

F. K. 120’ 

Karholisierte 
NaCl-Iふ ungj 

Orig. I 

F. K. 30' 

ド.Iく.120’ 

0,5 ccm 

je 

1,0 ccm 

Phagozytat 

724,0 

875,5 

1230,0 

I 122,0 

690,5 

732ρ 

1197,0 

903,0 

Ergebnisse 

Leucocytenzahl 
in Blute 

67080 

71920 

67860 

84220 

66520 

6736o 

59570 

73360 

Zusammenfassung. 

I) Der ｝ミ比er einじ討 I》yotl川一ax一Pati巴ntじ11’in welchem gピ＼＼ 只じ Gr; 

konstatie1 t worden羽7aren,envies sich als hochσracliげ imnedinhalti<r
b b I 

Phagozytosen-
koeffizient 

10,79 

12,17 

18,13 

13,32 

10,38 

10,87 

20,09 

12,31 

2) Die Phagozytose此 oeffizic川じnbei Orig，ド K.30’uncl F K. r 20' zuじin<1ndervcrhisltcn sich wiじ r2,r7: 18,r3: 

I 3,32 bzw. 10,87 : 20,09: I 2,3 I. 

3) Die Sclnv江1 川 g der Zahlιlcr im Blute aufgetretc1 n Ph;:i;,;oχytcn ,,・ar beim Orig・in孔lじn’alおo 5 Mi口LI

erhitztt」：n Eit仁r討じrum am grii日吋tc凡 ＼＼＇江 hr

karbolisiじrterKochsalzl川 ung)eine betriichtlich gerinξere war. 

終1（毒事 【医榔】 過重 見事 1111111 （総信室長 5I 111) 



守安 i（~ 【医榔】 世量 持軍 Ill I Err （終結室長 g[§!r) 

4) Daraus geht deutlich hervor, dass das native Eiterscrum einerseits viel giftigcr als <las 30 bzw. I 20 Minuten 

bci roo°C erhitzte ist und andererseits gegen臼berden letzteren Tcstmatcrialien die l'hag・ozytose ehcr behindert als 

be伽 ιlert(At巾 referat).


